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　地球温暖化の影響は、私たちの暮らしや命に関わる身近な問題となっており、これまで以上に地球温暖化
対策の取組みが求められています。町では令和６年２月15日に、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロ
にすることを目指す、「ゼロカーボンシティごうど」を宣言しました。

神戸町ゼロカーボンシティ宣言
　近年、世界各地で猛暑や豪雨など地球温暖化が要因とみられる大規模災害が増加しているほか、農林水産業の生産性の低下や
生態系の異変など、「気候危機」というべき深刻な状況にあります。我が国においても例外ではなく、これまでに経験したこと
のない豪雨や台風等により甚大な被害が発生しております。
　2015年に合意されたパリ協定では、「産業革命前からの平均気温上昇の幅を２℃未満とし、1.5℃に抑えるよう努力する」
との目標が国際的に広く共有され、この目標を達成するため、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることが必要と
されています。
　神戸町では、「暮らしやすさ実感　ごうど（GO＆DO）マイタウン」をまちの将来像に掲げ、町民が快適に、また安心して
住むことができる環境を次世代に引き継ぐため、町民、企業、関係団体、行政が一体となり、地球温暖化防止対策を積極的に推
進し、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティごうど」を目指すことを、ここに宣言します。

ゼロカーボンシティ宣言記念式典を開催

　２月15日（木）、中央公民館でゼロカーボンシティ宣言記念式典を開催しました。
　記念式典第１部では、藤井町長、神戸中学校２年髙﨑琉ノ介さん、神戸小学校４年傍嶋陽己さん、南平野
小学校４年日比野美幸さんが宣言文を読み上げ、会場に集まった約600人全員でゼロカーボンシティを目指
すことを表明しました。記念式典第２部では国立大学法人 東京海洋大学名誉博士・客員教授のさかなクン
を招き、環境にまつわる講演会を行いました。（さかなクンが式典当日に描いたポスターは、３月末まで役
場玄関ロビーで展示します）

式典に参加した児童・生徒の感想

神戸中学校2年　　　
　熊谷　一花さん　

　私たちの身近にあるペットボ
トルやレジ袋が正しく捨てられ
ていないことによって、生き物
の住処や命を奪っていることを
知りました。
　ゴミの分別、決まった場所に
捨てるなど、当たり前のことを
忘れずに行い、次世代を担う私
たちがすべての生き物が生きや
すい環境を作っていきたいです。

下宮小学校4年　　　　
　山川　公太朗さん　

　もっと良い環境にするために、
節電や節水、マイバックの持参
など、自分にできることから積
極的に取り組んでいきたいです。
また、捨てられたごみが最後に
は海へ流れ込むため、ごみが落
ちていたら拾おうと思います。
　環境のためにできることを周
りの人にも伝え、住みよい神戸
町にしていきたいです。

北小学校4年　　　　
　石原　万愛さん　

　地球温暖化や生き物への被害
を少しでもなくすためには、講
演会で学んだ、レジ袋ではなく
マイバック、ペットボトルでは
なく水筒持参などを実行するこ
とが大切だと分かりました。
　日常生活の中でできる環境の
ための対策を、まだ知らない友
達に伝え、一緒に行っていきた
いです。
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問　総務課　☎ 27‐0171

　役場北側駐車場にEV急速充電器
（電気自動車用急速充電器）を設置
し、2月15日（木）に除幕式を行い
ました。
　このEV急速充電器は、庁舎屋上に
設置されている太陽光発電設備で発
電した電気（再生可能エネルギー）
の一部を活用し、運用しています。
　24時間充電が可能で、どなたでも
ご利用いただけます。

EV急速充電器を設置しました

次世代自動車を購入された方の購入費用の一部を助成します

【利用方法】 設置場所　役場本庁舎　北側駐車場
利用時間　24時間（年中無休）
利用台数　２台（出力50kw）
利用方法　「エコQ電」、「e-Mobility　Power充電サービス」 
　　　　　に対応しています。
　　　　　・充電器に貼付されている二次元バーコードによ
　　　　　　る利用（エコQ電の会員登録が必要）
　　　　　・エコQ電 認証カードによる利用
　　　　　・e-Mobility Powerと提携されたカードによる利用
利用料金・充電時間
　　　　　・エコQ電……500円（税抜）/１回30分まで
　　　　　・ e-Mobility Power充電サービス
　　　　　　　　……各カード発行会社に準拠/１回30分まで

【対象車両と補助金額】

【対象者】
　　・車検証に記載されている交付年月日から起算して６か月以上前から引き続き町内に居住し、
　　　かつ神戸町の住民基本台帳に記録されている個人もしくは、町内に本社または事業所を
　　　有する法人。
　　・補助対象車両を自ら使用する目的で購入し、令和６年１月１日から令和６年３月29日ま
　　　でに新車登録をしている方。
【申請について】
　　申請期日　～３月29日（金）まで
　　提出方法　申請書に必要書類を添え、総務課窓口㉓まで持参（本人以外の提出も可）
　　　　　　　※郵送不可
　　　 　 　　※詳細については、総務課にお問い合わせください。

　　　　区　　　　分
燃料電池自動車 
電気自動車
プラグインハイブリッド自動車

補助金額

５万円

３月１日運用開始

※リース及びレンタルは補助対象外


